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調査票１－Ａ・あ 

調査員 ID： 

回答者 ID： 

調査開始時間：   時   分 

調査終了時間：   時   分 

 

 

 

自動車交通事故による社会的な損失に関する調査 

 

 

「特別な治療法の『成功確率』」に関する質問票 

 

（負傷カード Ｑ →Ｒ →Ｕ） 

 

――調査票①で「死亡が最も重い」と回答した方―― 
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 これからの質問は、あなたが仮に交通事故に遭い、ある負傷状態となってしまったと

想像していただきます。そのとき、あなたは「通常の治療法」か「特別な治療法」を選

択することができますが、「特別な治療法」の成功確率がどの程度であれば、特別な治

療法を受けるかをお聞きするものです。 

 

 この「特別な治療法」は、現在研究が進められている最先端の医療技術であり、どん

な負傷に対しても、成功した場合にはすぐに完治することができます。ただし、「特別

な治療法」を受けて失敗した場合は死亡するかまたはあなたにとって最も望ましくない

負傷状態となってしまいます。 

 

 さて、これから質問に移りますが、ご回答に際して以下の点に留意してください。 

A：「通常の治療法」、「特別な治療法」ともに、無料で受けることができます。 

B： また、後遺症による治療費や介護費、収入の減少、その他金銭的な出費（病院

までのタクシー代など）などは、別途支払われるものと想定してください。 

 

 状況想定をご理解していただけたでしょうか。 

 

 それでは次のページから質問に入ります。 

 先ほど使用した負傷カードのうち、次の 3 種類を使って、「特別な治療法」を受けて

も良いとお考えの成功確率をお開きします。それぞれの負傷カードについて、1 つか 2

つの質問がありますので、よく読んでお答えください。 

 

＜使用する負傷カード＞ 

1）負傷カード「Ｑ」    2）負傷カード「Ｒ」    3）負傷カード「Ｕ」 

＜回答例＞ 以下の例は、成功確率が 60%（以上）であれば、特別な治療を受けることを示します。 

 

 

｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

× × ○

× × ○

× × ○

× ○ ○

× ○ ○

× ○
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1．負傷カード「Ｑ」 

 

 あなた自身が交通事故に遭って、病院に運ばれたと想像してください。 

 あなたが、「通常の治療法」を受けた場合の入院中と退院後の経過、後遺症は以下の

とおりです。 

負傷カード「Ｑ」 

 

【入院中】重症の頭部の怪我のため

に、6 か月間の入院と、大きな手

術が必要となります。脳に深刻な

障害を受けているので、呼びかけ

ても反応がありません。 

 

【退院後】一生の間まったくの寝た

きり状態となり、社会復帰はでき

ません。常に家族やヘルパーの介

護が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実はあなたは、「通常の治療法」の他に、無料で「特別な治療法」を受けることが可

能です。しかし、その場合の結果は確実ではありません。あなたは、特別な治療法の成

功確率を考えながら、特別な治療法を受けるかどうか、それとも通常の治療法を受ける

かを決めることになります。 
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【入院時】6か月入院・大きな手術 
【退院後】寝たきり・社会復帰できず 

質問 1-a 特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復
．．．．．．．．．．

できる治療法 

 事故前の健康体に回復できる“特別な治療法Ａ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】 1日の入院のみで退院することができます。入院している間の痛みやつら

さはまったく無くなります。 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 

  

 

 

 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ａ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ａ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 1-a】特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復できる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常の治療法 特別な治療法Ａ 

× 失敗 
  死亡 

｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

○ 成功 
【入院時】1日の入院のみ 

【退院後】完全な健康体 
     後遺症なし 
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【入院時】6か月入院・大きな手術 
【退院後】寝たきり・社会復帰できず 

質問 1-b 特別な治療法Ｂ ＝ 退院後
．．．

の後遺症のみ
．．
をなくすことができる治療法 

 後遺症をなくすことができる“特別な治療法Ｂ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】《通常の治療法と変わらず》。 

 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 

  

 

 

 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ｂ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ｂ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 1-b】特別な治療法Ｂ ＝ 退院後の後遺症のみをなくすことができる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

通常の治療法 特別な治療法Ｂ 

○ 成功 
【入院時】《通常の治療法と変わらず》 

 

【退院後】健康体・後遺症なし 

× 失敗 
  死亡 
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2．負傷カード「Ｒ」 

 

 あなた自身が交通事故に遭って、病院に運ばれたと想像してください。 

 あなたが、「通常の治療法」を受けた場合の入院中と退院後の経過、後遺症は以下の

とおりです。 

負傷カード「Ｒ」 

 

【入院中】3 か月から 6 か月間の入

院と、大きな手術が必要となりま

す。数週間にわたり人工呼吸装置

を付けられ、この間は何もわかり

ません。意識が戻った後には、強

い痛みや不眠があり、薬の注射や

内服が必要となります。 

 

【退院後】後遺症が残り、仕事の職

種に制限を受けます。痛みや不眠

に対しては、薬の内服が必要とな

ります。 
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【入院時】3～6か月入院・大きな手術 
【退院後】後遺症あり・仕事の職種に制限 

質問 2-a 特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復
．．．．．．．．．．

できる治療法 

 事故前の健康体に回復できる“特別な治療法Ａ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】 1日の入院のみで退院することができます。入院している間の痛みやつら

さはまったく無くなります。 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 

  

 

 

 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ａ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ａ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 2-a】特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復できる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

通常の治療法 特別な治療法Ａ 

○ 成功 
【入院時】1日の入院のみ 

【退院後】完全な健康体 
     後遺症なし 

× 失敗 
  死亡 
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【入院時】3～6か月入院・大きな手術 
【退院後】後遺症あり・仕事の職種に制限 

質問 2-b 特別な治療法Ｂ ＝ 退院後
．．．

の後遺症のみ
．．
をなくすことができる治療法 

 後遺症をなくすことができる“特別な治療法Ｂ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】《通常の治療法と変わらず》。 

 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 

  

 

 

 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ｂ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ｂ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 2-b】特別な治療法Ｂ ＝ 退院後の後遺症のみをなくすことができる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．負傷カード「Ｕ」 
 

｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

通常の治療法 特別な治療法Ｂ 

○ 成功 
【入院時】《通常の治療法と変わらず》 

 
【退院後】健康体・後遺症なし 

× 失敗 
  死亡 
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 あなた自身が交通事故に遭って、病院に運ばれたと想像してください。 

 あなたが、「通常の治療法」を受けた場合の入院中と退院後の経過、後遺症は以下の

とおりです。 

負傷カード「Ｕ」 

 

【入院中】1 か月から 3 か月間の入

院と、いくらかの手術や処置が必

要となります。身体の動きがかな

り制限され、痛みや不眠があり、

薬の注射や内服が必要となりま

す。 

 

【退院後】後遺症が残り、仕事に制

限を受けます。痛みや不眠に対し

ては、しばらくの間は薬の内服が

必要となります。 
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【入院時】 
1～3 か月入院・い
くらかの手術・処置 

【退院後】 
後遺症あり・仕事に

制限。しばらくの間

薬の内服必要。 

質問 3-a 特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復
．．．．．．．．．．

できる治療法 

 

 事故前の健康体に回復できる“特別な治療法Ａ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】 1日の入院のみで退院することができます。入院している間の痛みやつら

さはまったく無くなります。 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 
 

  
 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ａ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ａ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 3-a】特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復できる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

通常の治療法 特別な治療法Ａ 

○ 成功 
【入院時】1日の入院のみ 

【退院後】完全な健康体 
     後遺症なし 

× 失敗 
  死亡 
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【入院時】 
1～3 か月入院・い
くらかの手術・処置 

【退院後】 
後遺症あり・仕事に

制限。しばらくの間

薬の内服必要。 

質問 3-b 特別な治療法Ｂ ＝ 退院後
．．．

の後遺症のみ
．．
をなくすことができる治療法 

 

 後遺症をなくすことができる“特別な治療法Ｂ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】《通常の治療法と変わらず》。 

 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 
 

  
 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ｂ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ｂ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 3-b】特別な治療法Ｂ ＝ 退院後の後遺症のみをなくすことができる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

通常の治療法 特別な治療法Ｂ 

○ 成功 
【入院時】《通常の治療法と変わらず》 

 
【退院後】健康体・後遺症なし 

× 失敗 
  死亡 
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調査票１－Ａ・い 

調査員 ID： 

回答者 ID： 

調査開始時間：   時   分 

調査終了時間：   時   分 

 

 

 

「特別な治療法の『成功確率』」に関する質問票 
 

（負傷カード Ｑ →Ｒ →Ｕ） 

 

――調査票①で「死亡より重い負傷がある」と回答した方―― 
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 これからの質問は、あなたが仮に交通事故に遭い、ある負傷状態となってしまったと

想像していただきます。そのとき、あなたは「通常の治療法」か「特別な治療法」を選

択することができますが、「特別な治療法」の成功確率がどの程度であれば、特別な治

療法を受けるかをお聞きするものです。 

 

 この「特別な治療法」は、現在研究が進められている最先端の医療技術であり、どん

な負傷に対しても、成功した場合にはすぐに完治することができます。ただし、「特別

な治療法」を受けて失敗した場合は死亡するかまたはあなたにとって最も望ましくない

負傷状態となってしまいます。 

 

 さて、これから質問に移りますが、ご回答に際して以下の点に留意してください。 

A：「通常の治療法」、「特別な治療法」ともに、無料で受けることができます。 

B： また、後遺症による治療費や介護費、収入の減少、その他金銭的な出費（病院

までのタクシー代など）などは、別途支払われるものと想定してください。 

 

 状況想定をご理解していただけたでしょうか。 

 

 それでは次のページから質問に入ります。 

 先ほど使用した負傷カードのうち、次の 3 種類を使って、「特別な治療法」を受けて

も良いとお考えの成功確率をお開きします。それぞれの負傷カードについて、1 つか 2

つの質問がありますので、よく読んでお答えください。 

 

＜使用する負傷カード＞ 

1）負傷カード「Ｑ」    2）負傷カード「Ｒ」    3）負傷カード「Ｕ」 

＜回答例＞ 以下の例は、成功確率が 60%（以上）であれば、特別な治療を受けることを示します。 

 

 

｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

× × ○

× × ○

× × ○

× ○ ○

× ○ ○

× ○
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1．負傷カード「Ｑ」 

 

 あなた自身が交通事故に遭って、病院に運ばれたと想像してください。あなたは瀕死

の状態になっており、「通常の治療法」では 24時間以内に死亡します。 

 

 実はあなたは、「通常の治療法」の他に、無料で「特別な治療法」を受けることが可

能です。しかし、その場合の結果は確実ではありません。あなたは、特別な治療法の成

功確率を考えながら、特別な治療法を受けるかどうか、それとも通常の治療法を受ける

かを決めることになります。 

 

質問 1 特別な治療法 ＝ 事故前の健康体に回復できる治療法 
 事故前の健康体に回復できる“特別な治療法”を受けてみるか、それとも“通常の治

療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

【入院中】１日の入院で退院することができます。入院中の痛みやつらさはありません。 

【退院後】事故前の健康体に戻ります。後遺症はなく痛みやつらさはまったくありません。 

 

× しかし「失敗」した場合、次のような状態となります。 

【入院中】 重症の頭部の怪我のために、6 か月間の入院と、大きな手術が必要となりま

す。脳に深刻な障害を受けているので、呼びかけても反応がありません。 

【退院後】 一生の間まったくの寝たきり状態となり、社会復帰はできません。常に家族

やヘルパーの介護が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 成功 
【入院時】1日の入院のみ 

【退院後】完全な健康体 
     後遺症なし 

× 失敗 

 
【入院時】6か月入院・大きな手術 
【退院後】寝たきり・社会復帰できず 

 

死  亡 

通常の治療法 特別な治療法 
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負傷カード「Ｑ」 

 

【入院中】重症の頭部の怪我のため

に、6 か月間の入院と、大きな手

術が必要となります。脳に深刻な

障害を受けているので、呼びかけ

ても反応がありません。 

 

【退院後】一生の間まったくの寝た

きり状態となり、社会復帰はでき

ません。常に家族やヘルパーの介

護が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あなたなら「特別な治療法」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するでし

ょうか？ あなたが「特別な治療法」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、受け

たくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 1】特別な治療法 ＝ 事故前の健康体に回復できる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 
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2．負傷カード「Ｒ」 

 

 あなた自身が交通事故に遭って、病院に運ばれたと想像してください。 

 あなたが、「通常の治療法」を受けた場合の入院中と退院後の経過、後遺症は以下の

とおりです。 

負傷カード「Ｒ」 

 

【入院中】3 か月から 6 か月間の入

院と、大きな手術が必要となりま

す。数週間にわたり人工呼吸装置

を付けられ、この間は何もわかり

ません。意識が戻った後には、強

い痛みや不眠があり、薬の注射や

内服が必要となります。 

 

【退院後】後遺症が残り、仕事の職

種に制限を受けます。痛みや不眠

に対しては、薬の内服が必要とな

ります。 
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【入院時】3～6か月入院・大きな手術 
【退院後】後遺症あり・仕事の職種に制限 

質問 2-a 特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復
．．．．．．．．．．

できる治療法 

 事故前の健康体に回復できる“特別な治療法Ａ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】 1日の入院のみで退院することができます。入院している間の痛みやつら

さはまったく無くなります。 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 

  

 

 

 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ａ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ａ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 2-a】特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復できる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

通常の治療法 特別な治療法Ａ 

○ 成功 
【入院時】1日の入院のみ 

【退院後】完全な健康体 
     後遺症なし 

× 失敗 
  死亡 
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【入院時】3～6か月入院・大きな手術 
【退院後】後遺症あり・仕事の職種に制限 

質問 2-b 特別な治療法Ｂ ＝ 退院後
．．．

の後遺症のみ
．．
をなくすことができる治療法 

 後遺症をなくすことができる“特別な治療法Ｂ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】《通常の治療法と変わらず》。 

 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 

  

 

 

 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ｂ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ｂ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 2-b】特別な治療法Ｂ ＝ 退院後の後遺症のみをなくすことができる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

通常の治療法 特別な治療法Ｂ 

○ 成功 
【入院時】《通常の治療法と変わらず》 

 
【退院後】健康体・後遺症なし 

× 失敗 
  死亡 



調査票③「成功確率」 
 

調査票パターン「１－Ａ・い」 

- 8 - 

3．負傷カード「Ｕ」 

 

 あなた自身が交通事故に遭って、病院に運ばれたと想像してください。 

 あなたが、「通常の治療法」を受けた場合の入院中と退院後の経過、後遺症は以下の

とおりです。 

負傷カード「Ｕ」 

 

【入院中】1 か月から 3 か月間の入

院と、いくらかの手術や処置が必

要となります。身体の動きがかな

り制限され、痛みや不眠があり、

薬の注射や内服が必要となりま

す。 

 

【退院後】後遺症が残り、仕事に制

限を受けます。痛みや不眠に対し

ては、しばらくの間は薬の内服が

必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



調査票③「成功確率」 
 

調査票パターン「１－Ａ・い」 

- 9 - 

【入院時】 
1～3 か月入院・い
くらかの手術・処置 

【退院後】 
後遺症あり・仕事に

制限。しばらくの間

薬の内服必要。 

質問 3-a 特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復
．．．．．．．．．．

できる治療法 

 

 事故前の健康体に回復できる“特別な治療法Ａ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】 1日の入院のみで退院することができます。入院している間の痛みやつら

さはまったく無くなります。 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 
 

  
 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ａ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ａ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 3-a】特別な治療法Ａ ＝ 事故前の健康体に回復できる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

通常の治療法 特別な治療法Ａ 

○ 成功 
【入院時】1日の入院のみ 

【退院後】完全な健康体 
     後遺症なし 

× 失敗 
  死亡 



調査票③「成功確率」 
 

調査票パターン「１－Ａ・い」 

- 10 - 

【入院時】 
1～3 か月入院・い
くらかの手術・処置 

【退院後】 
後遺症あり・仕事に

制限。しばらくの間

薬の内服必要。 

質問 3-b 特別な治療法Ｂ ＝ 退院後
．．．

の後遺症のみ
．．
をなくすことができる治療法 

 

 後遺症をなくすことができる“特別な治療法Ｂ”を受けてみるか、それとも“通常の

治療法”をうけるか、判断をしなければなりません。治療費はどちらも無料です。 

○ 「成功」した場合、 

 【入院中】《通常の治療法と変わらず》。 

 

 【退院後】 完全な健康体になることができます。後遺症が残らず、痛みやつらさは

まったく無くなります。 

×しかし「失敗」した場合には、即座に死亡します。 
 

  
 

 

 

 あなたなら「特別な治療法Ｂ」の成功の確率がどれほどならこの治療法を選択するで

しょうか？ あなたが「特別な治療法Ｂ」を受けてもよいと感じる成功確率に○印を、

受けたくないと感じる成功確率に×印を付けて下さい。 

 

【回答欄 3-b】特別な治療法Ｂ ＝ 退院後の後遺症のみをなくすことができる治療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｜ 成功確率 20% 
｜ （失敗確率 80%） 

｜ 成功確率 80% 
｜ （失敗確率 20%） 

｜ 成功確率 0.01% 
｜ （失敗確率 99.99%） 

｜ 成功確率 30% 
｜ （失敗確率 70%） 

｜ 成功確率  90% 
｜ （失敗確率 10%） 

｜ 成功確率 0.1% 
｜ （失敗確率 99.9%） 

｜ 成功確率 40% 
｜ （失敗確率 60%） 

｜ 成功確率  95% 
｜ （失敗確率 5%） 

｜ 成功確率  1% 
｜ （失敗確率 99%） 

｜ 成功確率 50% 
｜ （失敗確率 50%） 

｜ 成功確率  99% 
｜ （失敗確率 1%） 

｜ 成功確率  5% 
｜ （失敗確率 95%） 

｜ 成功確率 60% 
｜ （失敗確率 40%） 

｜ 成功確率 99.9% 
｜ （失敗確率 0.1%） 

｜ 成功確率 10% 
｜ （失敗確率 90%） 

｜ 成功確率 70% 
｜ （失敗確率 30%） 

｜ 成功確率 99.99% 
｜ （失敗確率 0.01%） 

通常の治療法 特別な治療法Ｂ 

○ 成功 
【入院時】《通常の治療法と変わらず》 

 
【退院後】健康体・後遺症なし 

× 失敗 
  死亡 


